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Freeform Fabrication Symposium お よ び 英 国・
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　オランダ応用研究機構（Netherlands Organization 












　また、欧州諸国では、The European Collaboration 































































　・fablab1.0 computers make machines：
̶3D プリンタやカッティングマシンで材料を
　切り出して組み立てて機械をつくる。




　・fablab3.0 code makes materials：
̶物質に「コード（情報、形状）」が埋め込まれ
　るようになる。








2013 年 8 月に、初めて日本（横浜）において、「パー
ソナル・ファブリケーション～新たなるルネサン
スを迎えて」のテーマで開催される。30）日本からは、


































　ファブラボは現在、MIT の The Center for Bits 
and Atoms が中心となって活動しており、2013 年
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